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    内 容　以下の内容から好きなテーマを選んで幾つでも視聴・学習ができます。

　基礎習得コース　～基本的な技術を習得し、安全な看護を実践するために～（１テーマ約45分）

1
フィジカルアセスメント運用能力の向上 
～急変時のフィジカルアセスメント / バイタルサイン～

2
口腔内環境を改善すれば健康に！　
～口から病気を予防しよう～

3 患者にとって安全・安楽な排痰・吸引とは 4
褥瘡のサインを見逃すな！ 
～前兆と確認方法、評価方法を理解しよう～

5 安心・安全な注射技術を学ぼう ～皮下、筋肉、静脈注射～ 6 本当にそれで大丈夫？薬剤投与の注意点

7
心電図モニタの活用方法を知る 
～根拠を理解して冷静に行動しよう～

8
がん疼痛をもつ患者へのケアを学ぶ　～痛みにより生じる生活への
影響を理解し、疼痛緩和のためのケアができる～

9
アクシデントを未然に防ぐ感性を磨こう 
～患者への安全な医療を提供するために～

10 看護職としての社会人基礎力とは

11 1 秒でもはやくあなたができる急変対応  ～手技・連絡・応援～ 12 人工呼吸器のファーストタッチ　看護のポイントとアラーム対応

Ⅰ 末梢静脈カテーテル（留置針）の留置と管理“超入門” Ⅱ
アラームが鳴ったらこうする！輸液ポンプ・シリンジポンプの取
り扱い方 ～トラブルから学ぼう～

Ⅲ
膀胱留置カテーテル関連尿路感染（CAUTI）原因から対策まで
～ CAUTI 予防のキホンを学ぼう～

Ⅳ
「解剖生理学」と「エビデンス」から採血を学ぶ　
～動画で学ぼう～

Ⅴ ウチの病院ならこれで OK ！効率的に看護記録を書くコツ Ⅵ 臨死期の看護と看取り ～死にゆく身体の変化と家族の悲嘆ケア～

Ⅶ 多重課題を乗り切るためのコミュニケーションと優先順位の考え方 Ⅷ こんなところで転倒・転落 !? あなたならどうする 
～素早い初期対応のために～

ミニ動画（約 15 分）

1 新人看護師のための睡眠講座～良眠のための習慣～ 2 夜勤の睡眠対策

3 コミュニケーション・タイプ診断

　認知症コース　～認知症患者を知る・見守る・ケアするための基本を学ぶ～（１テーマ約30分）

1
入院中の認知症の人に対する看護に必要なアセスメントと援助技術
＜看護編 1 ＞

2
入院中の認知症の人に対する看護に必要なアセスメントと援助技術
＜看護編 1 事例＞

3 認知症の人とのコミュニケーション＜看護編 2 ＞ 4
認知症の人に対するコミュニケーション方法および療養環境の調
整方法＜看護編 2 事例＞

Ⅰ 認知症の原因疾患と病態・治療＜医学編 1 ＞ Ⅱ 認知症の行動・心理症状（BPSD）、せん妄の予防と対応＜医学編 2 ＞

Ⅲ 認知症に特有な倫理的課題と意思決定支援＜倫理編＞

　医療安全コース　～安心・安全なケアを提供し医療の質を高める～（１テーマ約30分）

1
病院の職員みんなで「医療安全」を考えてみよう　
～患者安全に必要なことを知る～

2
チーム STEPPS：エビデンスに基づいたチーム医療のすすめ
～なぜチーム・トレーニングが必要か～

3
チーム STEPPS：エビデンスに基づいたチーム医療のすすめ　
～チームとして何ができるとよいのか～

4 KYT を実践してみよう（動画編）

　感染対策コース　～全職員が取り組む感染予防とその対策～（１テーマ約30分）

1
スタンダードプリコーション（標準予防策）と経路別予防策

～医療従事者に必須の感染対策の基礎～
2

アウトブレイク対策

～薬剤耐性菌と抗菌薬の適正使用を知ろう～

3 インフルエンザ感染予防対策 4
感染性胃腸炎対策～汚物処理、器具消毒の手順と注意点
ノロウイルス感染症を中心に～

　倫理コース　～患者にとっての最善とはなにか？施設全体で考えよう～（１テーマ約30分）

1 臨床倫理入門 2 本人・家族と考える意思決定とその支援

3 看護職のための臨床倫理～意思決定支援を中心に～

　チーム医療コース　～多職種間や患者・家族との実践的コミュニケーション方法～（１テーマ約30分）

1
チーム医療のためのコミュニケーションのコツ
～信念対立解明アプローチ入門～

2 チームで共有する患者への悪い知らせの伝え方

3 効果的な多職種カンファレンスを実現するためのスキル ～効果的な情報共有の方法～

　社会人基礎力コース　～チームで協働するための基礎を身につけるために～（１テーマ約30～50分）

1 【接遇】医療職に本当に必要な接遇を身につける 2 【接遇】医療現場での適切なクレーム対応

3 よくわかる個人情報の基本と取り扱い方 4
身につけておきたい医療現場の情報リテラシー　
～情報漏洩はこうやって起きる～

5
医療現場で求められる連携と情報共有　
～チームワークを高めるためのホウレンソウ～

6
ストレスとのつきあい方　
～怒りのコントロール法を身につける～

Ⅰ 医療職に必要な「社会人基礎力」の育て方

　災害対策コース　～平時の備え、発災時の対応を学ぶ～（１テーマ約30分）

1 災害時に医療従事者が自身の身を守るために 2 災害時のコーディネート

Ⅰ 災害に備える～災害発生時、医療施設と従事者が行うべきこと～ Ⅱ 災害を経験してみえたもの～被災地病院の看護部長の語り～

　※ 内容が変更になる場合があります。ご了承ください。
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